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一
九
五
七
年
に
ロ
ー
マ
条
約
が
発
効
し
、
Ｅ
Ｕ
の
前
身
で
あ
る
Ｅ

Ｅ
Ｃ
（
欧
州
経
済
共
同
体
）
が
発
足
、
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
原
加
盟
国
と
な

る
が
、
海
外
旧
植
民
地
の
扱
い
が
問
題
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
同
条
約

第
二
二
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
仏
海
外
県
は
原
則
関
税
同
盟
に
含
ま

れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
四
四
年
に
海
外
県
と
な
っ
て
い
た
レ
ユ
ニ

オ
ン
は
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。
一
方
、
マ
ヨ
ッ
ト
は
当
時
、
コ
モ
ロ
諸

島
の
他
の
島
々
と
同
じ
「
仏
領
海
外
領
土
コ
モ
ロ
」
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
仏
領
ア
フ
リ
カ
や
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
な
ど
と
同
じ
「
連
合

協
定
（
経
済
社
会
的
発
展
支
援
な
ど
）」
対
象
と
な
り
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
特
恵

的
関
係
で
は
あ
る
が
、
関
税
同
盟
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。

　

レ
ユ
ニ
オ
ン
に
は
、
そ
の
後
の
Ｅ
Ｃ
や
Ｅ
Ｕ
の
共
通
諸
政
策
が
適

用
さ
れ
、
一
九
八
九
年
よ
り
離
島
特
別
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ

Ｅ
Ｉ
）
が
付
与
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
と
は
、
仏
海
外
県
の
欧
州
大

陸
か
ら
の
遠
隔
性
、
島
嶼
と
い
う
地
理
的
特
性
、
熱
帯
低
気
圧
の
襲

　

本
稿
で
は
、
南
イ
ン
ド
洋
に
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
島
嶼
地
域

「
レ
ユ
ニ
オ
ン
」「
マ
ヨ
ッ
ト
」
で
二
〇
一
八
年
に
実
施
し
た
調
査
結

果
を
報
告
す
る
。
二
島
は
仏
国
海
外
地
域
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
あ

る
た
め
、
前
号
で
は
ま
ず
同
国
の
海
外
島
嶼
地
域
の
位
置
づ
け
な
ど

に
つ
い
て
概
説
し
た
。
今
号
で
は
、
主
に
こ
の
二
島
の
振
興
に
対
す

る
Ｅ
Ｕ
の
役
割
、
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

後
進
性
の
解
消
に
向
け
た
Ｅ
Ｕ
超
周
辺
地
域
の
設
定

　

レ
ユ
ニ
オ
ン
と
マ
ヨ
ッ
ト
の
両
島
嶼
地
域
は
、
戦
後
ま
で
長
ら
く

仏
植
民
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
経
済
（
単
一
産
品

や
産
業
に
依
存
し
た
経
済
）
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
の
脱
植
民

地
化
の
過
程
に
お
い
て
も
低
開
発
状
態
、
経
済
的
後
進
性
が
解
消
さ

れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
海
外
島
嶼
地
域
に
お
け
る
振
興
施
策

レ
ユ
ニ
オ
ン
、マ
ヨ
ッ
ト
の
現
地
調
査
か
ら（
後
篇
）
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来
や
地
震
・
火
山
の
被
害
な
ど
の
克
服
し
が
た
い
自
然
条
件
を
Ｅ
Ｕ

が
考
慮
し
、
特
別
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
適
用
要
件
と

し
て
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
規
定
さ
れ
た
の
が
、超
周
辺
地
域
（
Ｒ

Ｕ
Ｐ
：Régions ultrapériphériques

）（
註
１
）
で
あ
る
。
Ｒ
Ｕ
Ｐ
は
Ｐ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
の
選
定
基
準
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、欧
州
地
域
開
発
基
金
（
Ｅ

Ｒ
Ｄ
Ｆ
）・
欧
州
社
会
基
金
（
Ｅ
Ｓ
Ｆ
）・
欧
州
農
業
基
金
（
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
）

な
ど
各
種
構
造
開
発
基
金
の
各
事
業
に
対
す
る
出
資
比
率
（
国
・
地

方
自
治
体
・
Ｅ
Ｕ
が
出
資
す
る
事
業
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
の
直
接
投
資
上
限
比
率
）
を

八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
（
註
２
）、
Ｅ
Ｕ
の
税
制
調
和

（
付
加
価
値
税〈
Ｖ
Ａ
Ｔ
〉の
税
率
を
各
加
盟
国
が
一
定
枠
内
に
収
め
る
方
針
）
の

特
例
除
外
（
註
３
）
な
ど
の
措
置
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
註
４
）。

レ
ユ
ニ
オ
ン
で
の
バ
ニ
ラ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

　

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
は
、
物
価
高
と
言
わ
れ
る
レ
ユ
ニ
オ
ン
島
で
の
物
価

抑
制
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
対
象
品
目
は
多
種
多

様
で
、
①
欧
州
大
陸
→
レ
ユ
ニ
オ
ン
（
精
密
機
器
、
農
機
具
・
資
材
な
ど
）、

②
レ
ユ
ニ
オ
ン
→
欧
州
大
陸
（
熱
帯
作
物
、
ラ
ム
な
ど
）、
③
非
Ｅ
Ｕ
第

三
国
→
レ
ユ
ニ
オ
ン
（
米
、
生
鮮
食
品
な
ど
）
の
輸
送
コ
ス
ト
低
減
と
、

②
の
島
内
の
輸
出
作
物
の
生
産
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
販
路
確
立
支

援
、
③
の
関
税
の
低
減
と
い
っ
た
措
置
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
改
変
に
よ
り
、
農
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
な
ど
の

新
た
な
要
素
も
加
わ
っ
た
。

　

レ
ユ
ニ
オ
ン
に
お
け
る
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、
バ
ニ
ラ（
香
料
）の
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ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。
バ
ニ
ラ
は
、
そ
の
実
（
鞘
）
を
軽

度
乾
燥
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ
、
原
産
は
中
米
と
さ
れ
る
。
主

に
熱
帯
圏
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
世
紀
半
ば
に
レ
ユ
ニ
オ
ン

で
人
工
授
粉
法
が
発
見
さ
れ
て
以
降
は
、
仏
イ
ン
ド
洋
植
民
地
で
あ

っ
た
レ
ユ
ニ
オ
ン
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
コ
モ
ロ
が
世
界
的
な
バ
ニ
ラ

の
産
地
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
大
量

生
産
国
に
圧
さ
れ
、
こ
こ
数
年
は
レ
ユ
ニ
オ
ン
島
内
一
五
〇
程
度
の

生
産
者
が
二
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
土
地
で
年
間
約
二
〇
ト
ン

（
最
盛
期
の
一
割
未
満
）
を
生
産
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
の
制
定
当
時
の
農
業
支
援
策
は
、
バ
ナ
ナ
や
サ
ト
ウ

キ
ビ
（
ラ
ム
醸
造
用
）
を
中
心
と
す
る
欧
州
市
場
へ
の
安
定
的
供
給
に

向
け
、
Ｅ
Ｕ
が
こ
れ
ら
の
生
産
者
に
対
し
最
低
価
格
を
保
障
す
る
と

同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
域
内
消
費
者
に
安
価
に
提
供
で
き
る
よ
う
調
整
金
を

出
す
と
い
う
旧
来
の
欧
州
共
通
農
業
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
範
囲
内
で
行

な
わ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
一
年
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
改
革
時
に
、
仏
国
や

欧
州
で
の
「
食
と
農
の
多
様
化
」「
少
量
で
も
高
品
質
（
零
細
農
家
保

護
）」「
環
境
・
農
村
景
観
保
護
と
持
続
可
能
性
」
の
潮
流
か
ら
、
主

要
作
物
で
は
な
い
も
の
の
レ
ユ
ニ
オ
ン
の
特
定
地
域
に
限
定
し
た
バ

ニ
ラ
の
生
産
が
そ
の
対
象
に
加
え
ら
れ
た
（
註
５
）。
こ
れ
は
、
高
品

質
と
さ
れ
る
ブ
ル
ボ
ン
種
乾
燥
熟
成
バ
ニ
ラ
の
地
理
呼
称
保
護
制
度

（
註
６
）
化
を
目
指
し
た
も
の
で
、
仏
農
業
省
と
海
外
県
農
業
経
済
開

発
局
が
策
定
し
た
仕
様
書
に
従
い
バ
ニ
ラ
の
生
産
農
家
に
対
し
、
バ

ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
（
乾
燥
前
）
の
キ
ロ
あ
た
り
七
・
五
ユ
ー
ロ
を
補
助
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
収
穫
量
が
三
〇
キ
ロ
を
超
え
た
場
合
、
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
割
増
金
を
支
給
し
て
い
る
。

レ
ユ
ニ
オ
ン
に
お
け
る
国
土
連
続
制
と
交
通
運
輸
政
策

　

国
土
連
続
制
は
、
レ
ユ
ニ
オ
ン
州
が
執
行
す
る
制
度
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｄ

Ｆ
、
国
、
州
、
県
の
財
源
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
仏
海
外
省
の
出
先

機
関
が
島
内
各
所
に
窓
口
を
設
け
、
島
の
住
民
か
ら
の
申
請
を
受
け
、

仏
本
国
と
レ
ユ
ニ
オ
ン
間
の
航
空
運
賃
の
一
部
を
利
用
者
個
人
に
現

金
還
付
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ

Ｅ
Ｉ
設
置
よ
り
遅
れ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
従
来
の
交
通
運

輸
政
策
に
か
か
る
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
道
路
網
や
港
湾
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ

面
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
海
外
県
で
は
な
い
コ
ル
シ
カ
島
の

国
土
連
続
制
（
詳
細
は
本
誌
二
四
六
号
参
照
）
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
へ
の

危
惧
、
③
個
人
へ
の
現
金
還
付
措
置
が
超
周
辺
性
へ
の
考
慮
と
し
て

特産化に取り組んでいるバニラビーンズ。
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妥
当
か
否
か
と
い
う
疑
念
な
ど
が
、
Ｅ
Ｕ
や
仏
政
府
関
係
者
に
み
ら

れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

当
初
レ
ユ
ニ
オ
ン
州
は
、
同
制
度
の
広
報
活
動
を
最
小
限
に
し
、

利
用
者
も
障
害
者
や
貧
困
家
庭
な
ど
に
限
っ
た
た
め
、
申
請
者
数
は

年
二
〇
〇
〇
件
程
度
だ
っ
た
（
註
７
）。
そ
の
後
、
年
収
二
・
六
万
ユ

ー
ロ
未
満
世
帯
の
仏
本
国
へ
の
航
空
機
利
用
（
往
復
）
一
回
に
つ
き

三
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
さ
ら
に
同
六
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
未
満
世
帯
に
は

四
五
〇
ユ
ー
ロ
を
事
後
申

請
に
よ
り
現
金
還
付
す
る

と
い
う
現
制
度
が
始
ま
る
。

こ
れ
に
進
学
・
就
職
、
冠

婚
葬
祭
目
的
の
渡
航
に
対

す
る
加
算
措
置
、
レ
ユ
ニ

オ
ン
出
身
本
国
居
住
者
へ

の
支
援
措
置
も
加
わ
っ
た

た
め
、
利
用
申
請
者
が
増

大
し
、
近
年
は
予
算
が
底

を
つ
く
状
態
で
（
註
８
）、

県
や
州
、
海
外
省
が
補
正

予
算
を
充
て
、
民
間
企
業

や
商
工
会
の
出
資
も
加
わ

っ
て
い
る
。

　

レ
ユ
ニ
オ
ン
の
島
内
交

通
に
つ
い
て
は
、
唯
一
の

公
共
交
通
手
段
で
あ
る
バ
ス
網
の
整
備
に
も
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
充
て
ら
れ

て
い
る
。
島
内
バ
ス
は
、
島
の
周
回
国
道
を
走
り
主
要
都
市
を
結
ぶ

県
営
バ
ス
、
首
府
サ
ン
ド
ニ
の
市
内
バ
ス
、
他
の
拠
点
都
市
に
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
有
し
島
の
東
西
南
北
の
各
集
落
を
網
羅
す
る
ロ
ー
カ
ル
バ

ス
の
三
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
拡
充
、
バ

ス
停
や
バ
ス
車
両
の
刷
新
、
後
者
は
赤
字
や
車
検
費
用
の
補
填
、
料

金
の
低
減
（
ど
の
バ
ス
も
乗
車
一
回
に
つ
き
二
～
三
ユ
ー
ロ
程
度
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
も
仏
本
国
や
欧
州
大
陸
よ
り

も
高
い
補
助
率
で
Ｅ
Ｕ
基
金
を
充
て
ら
れ
る
。
島
の
西
部
と
北
部
の

サ
ン
ド
ニ
市
を
結
ぶ
沿
岸
国
道
は
、
渋
滞
が
深
刻
で
、
荒
天
時
は
高

波
に
よ
り
頻
繁
に
封
鎖
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
路
線
の
バ
イ
パ
ス
化
、

高
速
道
路
化
、
四
車
線
化
事
業
が
図
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
沿
岸
国

道
を
海
側
に
平
行
す
る
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
速
高
架
四
車
線

道
路
を
建
設
し
て
い
る
。

観
光
の
拠
点
、
冷
涼
野
菜
な
ど
の
生
産
地
、
レ
オ
ー
の
振
興

　

レ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
単
な
る
イ
ン
ド
洋
の
熱
帯
の
島
で
は
な
く
、
沿

岸
部
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
環
境
の
「
高
地
（
レ
オ
ー
）」
を
も
つ
。

レ
ユ
ニ
オ
ン
は
二
つ
の
巨
大
な
火
山
塊
か
ら
な
る
が
、「
レ
オ
ー
」

と
は
島
西
半
の
ピ
ト
ン
・
デ
ネ
ー
ジ
ュ
山
（
註
９
）
周
囲
に
位
置
す

る
三
つ
の
「
シ
ル
ク
」
に
あ
る
集
落
、
耕
地
、
森
林
、
岩
塊
地
帯
で

2020年竣工予定の新沿岸道路と現行の沿岸道路（手前）。
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ら
れ
る
。
多
雨
の
火
山
地
域
で
あ
り
、
温
泉
も
沸
き
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
も
採
取
さ
れ
る
が
、
近
年
ま
で
車
道
が
整
備
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
長
ら
く
秘
境
で
あ
っ
た
。
道
路
の
開
通
以
降
は
、
避
暑
や
登

山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
温
泉
療
養
、
自
転
車
、
乗
馬
な
ど
を
目
的
と

し
た
観
光
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
シ
ル
ク
お
よ
び

そ
の
周
囲
を
取
り
囲
む
尖
峰
（
ピ
ト
ン
）
や
落
差
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
に
な
る
絶
壁
（
ラ
ン
パ
ー
ル
）
は
、
二
〇
一
〇
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
貴
重
な
観
光
資
源
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
道
は
悪
く
、
サ
ラ
ジ
ー
・
シ
ル
ク
内
部
で
最
大

の
シ
ラ
オ
ス
集
落
は
、
国
道
五
号
で
沿
岸
の
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
市
ま
で

つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
三
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
連
絡
す
る
バ
ス
で

二
時
間
を
要
す
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
七
カ
年
計
画
で
欧
州
各
国
各
地
域

一
〇
〇
余
カ
所
に
お
い
て
農
村
発
展
計
画
（
Ｒ
Ｄ
Ｐ
）
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
五
カ
所
が
海
外
県
で
、
レ
オ
ー
は
そ
の
一
つ
と
し

て
、
生
態
系
を
保
持
し
つ
つ
農
村
に
お
け
る
持
続
的
開
発
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
開
発
基
金
の
一
つ
農
業
農
村
開
発
基
金
（
Ｅ
Ａ
Ｆ

Ｒ
Ｄ
）
が
全
体
事
業
費
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
残
り
は
仏
農
業
省
と
海
外

省
が
負
担
）
と
い
う
高
い
比
率
で
充
て
ら
れ
て
い
る
（
註
10
）。
こ
の

基
金
は
、
県
な
ど
事
業
主
体
に
交
付
さ
れ
る
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｒ
に
記
載
の

あ
る
「
目
標
」に
沿
っ
た
農
業
や
関
連
事
業
を
行
な
う
農
家
や
地
元

企
業
に
も
補
助
金
と
し
て
支
払
わ
れ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
や
山

小
屋
、
林
道
、
観
光
案
内
所
の
整
備
、
山
岳
芸
術
の
振
興
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。
シ
ル
ク
と
は
仏
語
で
「
圏
谷
、
カ
ー
ル
」
を
意
味
し
、
高
山

地
帯
に
見
ら
れ
る
氷
河
に
よ
っ
て
Ｕ
字
に
削
ら
れ
た
渓
谷
を
さ
す
が
、

レ
ユ
ニ
オ
ン
で
は
火
山
活
動
で
生
じ
た
上
空
か
ら
見
る
と
ほ
ぼ
円
形

の
巨
大
カ
ル
デ
ラ
を
さ
す
。
マ
フ
ァ
ト
、
シ
ラ
オ
ス
、
サ
ラ
ジ
ー
の

三
大
シ
ル
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
直
径
一
〇
～
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
低

差
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
壮
大
な
景
観
を
呈
す
る
。

　

シ
ル
ク
内
部
は
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
よ
う
な
綺
麗
で
緩
ら
か
な
凹

地
で
は
な
く
、
多
雨
と
風
、
そ
し
て
河
川
の
急
流
に
よ
り
起
伏
が
激

し
い
切
り
立
っ
た
崖
と

な
っ
て
い
る
。
集
落
や

耕
地
は
「
小
島（
イ
レ
ッ

ト
）」
と
呼
ば
れ
る
標
高

一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
シ
ル
ク
内

の
狭
い
台
地
に
あ
り
、

沿
岸
部
よ
り
も
平
均
気

温
が
八
～
一
二
度
低
い
。

夏
で
も
冷
涼
で
、
レ
タ

ス
な
ど
高
地
な
ら
で
は

の
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん

な
ほ
か
、
牧
牛
・
牧
羊

に
よ
る
チ
ー
ズ
・
乳
製

品
製
造
な
ど
の
畜
産
農

家
や
ワ
イ
ン
醸
造
も
見

サラジー・シルクにあるエルブール集落。レユニオンで唯一「フラン
スで最も美しい村」の1つに指定されている。
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外
領
土
は
実
質
的
に
機
能

せ
ず
、
仏
海
外
省
や
マ
ヨ

ッ
ト
の
仏
軍
が
業
務
を
代

行
し
た
。
海
外
省
は
医
療

や
福
祉
な
ど
、
軍
は
イ
ン

フ
ラ
を
担
当
し
た
が
、
業

務
が
十
分
に
行
き
届
い
て

い
た
と
は
言
い
難
く
、
マ

ヨ
ッ
ト
は
長
ら
く
貧
困
状

態
に
置
か
れ
た
。
信
頼
に

足
る
厚
生
や
経
済
統
計
が

二
〇
〇
〇
年
ま
で
な
い
た

め
、
こ
の
時
代
の
貧
困
状

況
を
数
値
的
に
捉
え
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
幾
分
か

改
善
さ
れ
た
現
在
に
お
い

て
も
、
マ
ヨ
ッ
ト
の
平
均

寿
命
は
男
性
七
四
歳
、
女
性
七
七
歳
と
本
国
平
均
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
五

歳
、
九
歳
短
く
、
乳
幼
児
死
亡
率
（
人
口
千
人
対
）
も
マ
ヨ
ッ
ト
は
男

児
三
・
二
、
女
児
二
・
九
と
本
国
（
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
八
、〇
・
七
）の
四
倍
に

も
達
し
て
い
る
（
註
12
）。
住
民
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
約
九
五
〇
〇

ド
ル
し
か
な
く
、
仏
平
均
の
約
三
万
六
九
〇
〇
ド
ル
の
三
割
程
度
と

な
っ
て
い
る
（
註
13
）。

　

前
述
の
と
お
り
、
Ｅ
Ｕ
法
規
は
、
共
通
政
策
や
補
助
金
の
交
付
を

　

レ
オ
ー
は
、
レ
ユ
ニ
オ
ン
の
多
様
性
の
維
持
に
不
可
欠
な
だ
け
で

な
く
、
温
帯
・
冷
涼
野
菜
の
栽
培
な
ど
必
要
日
用
品
の
島
外
依
存
が

高
く
、
慢
性
的
な
物
価
高
に
悩
ま
さ
れ
る
住
民
生
活
に
も
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
Ｅ
Ｕ

基
金
に
よ
り
レ
オ
ー
と
沿
岸
部
間
の
交
通
運
輸
網
の
一
層
の
改
善
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

海
外
県
に
昇
格
し
た
マ
ヨ
ッ
ト

　

マ
ヨ
ッ
ト
は
コ
モ
ロ
諸
島
東
端
部
に
位
置
す
る
、
グ
ラ
ン
ド
テ
ー

ル
島
（
大
島
）
と
プ
チ
ッ
ト
テ
ー
ル
島
（
小
島
）
の
二
つ
の
有
人
島
と

そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
五
十
余
の
無
人
島
群
で
構
成
さ
れ
る
（
註
11
）。

二
〇
一
一
年
、
マ
ヨ
ッ
ト
は
仏
国
一
〇
一
番
目
の
「
県
」
に
昇
格
し

た
。

　

マ
ヨ
ッ
ト
は
、
戦
後
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
仏
海
外
領
土
「
コ
モ

ロ
諸
島
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
マ
ヨ
ッ
ト
以
外
の
主
要
三
島
が
コ

モ
ロ
共
和
国
と
し
て
独
立
し
た
た
め
、
海
外
領
土
は
廃
止
と
な
っ
た

が
、
直
ち
に
マ
ヨ
ッ
ト
は
海
外
県
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
当
時
の
マ
ヨ
ッ
ト
の
人
口
（
約
五
万
人
）
が
県
と
す
る
に

は
少
な
す
ぎ
た
か
ら
だ
と
考
察
さ
れ
る
（
同
時
期
の
海
外
県
レ
ユ
ニ
オ
ン
、

マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
、
グ
ァ
ド
ル
ッ
プ
の
人
口
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
万
人
を
超
え
て

い
た
）。

　

県
と
な
ら
な
い
以
上
、
旧
来
の
海
外
領
土
行
政
組
織
が
そ
の
ま
ま

業
務
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
が
、
マ
ヨ
ッ
ト
を
管
轄
し
て
い
た
旧
海

マヨット大学センター。
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す
べ
て
「
仏
海
外
県
」
と
し
て
い
る
た
め
、
海
外
県
で
は
な
か
っ
た

マ
ヨ
ッ
ト
は
な
ん
の
支
援
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
と
特

恵
的
関
係
を
構
築
で
き
る
の
は
「
仏
海
外
領
土
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
領
土
が
廃
止
さ
れ
た
マ
ヨ
ッ
ト
は
、
そ
の
恩
恵
か

ら
外
れ
て
し
ま
う
（
註
14
）。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
島
内

外
か
ら
マ
ヨ
ッ
ト
を
海
外
県
に
昇
格
さ
せ
よ
う
と
い
う
要
望
が
起
こ

り
、
二
〇
〇
九
年
の
マ
ヨ
ッ
ト
住
民
投
票
を
経
て
（
註
15
）、

二
〇
一
一
年
に
マ
ヨ
ッ
ト
県
が
発
足
、
県
議
会
お
よ
び
議
長
職
、
県

庁
が
マ
ム
ズ
ー
市
に
設
置
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
に
よ
る
イ
ラ
ン
イ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

県
へ
の
昇
格
以
降
、
マ
ヨ
ッ
ト
で
は
急
ピ
ッ
チ
で
の
近
代
化
、
脱

貧
困
化
が
進
め
ら
れ
た
。
特
に
保
健
・
医
療
、
教
育
、
住
宅
、
交
通
・

通
信
面
が
顕
著
で
、
医
療
面
で
は
、
マ
ヨ
ッ
ト
医
療
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｈ
Ｍ
）
の
最
先
端
化
、
救
急
医
療
対
応
化
、
島
内
各
医
院
・
診
療
所

と
の
体
系
化
な
ど
が
図
ら
れ
た
。
児
童
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
コ
モ
ロ

諸
島
の
他
島
同
様
に
教
員
資
格
の
な
い
イ
ス
ラ
ム
指
導
者
に
よ
る
コ

ー
ラ
ン
学
校
が
中
心
（
註
16
）
だ
っ
た
が
、
仏
本
国
と
同
じ
非
宗
教

の
仏
語
に
よ
る
公
教
育
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
ま
た
大
学
セ
ン
タ
ー

が
設
け
ら
れ
、
島
内
で
高
等
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

教
育
制
度
の
改
新
は
、
仏
教
育
省
が
マ
ヨ
ッ
ト
に
副
学
区
長
局
を
設

置
し
主
導
的
な
役
割
を
担
い
、
県
は
教
育
施
設
の
刷
新
や
維
持
管
理

を
行
な
っ
た
。

　

交
通
・
通
信
面
で
は
、
二
〇
一
六
年
に
パ
リ
と
の
直
行
便
が
開
設

さ
れ
た
ほ
か
、
ロ
ー
カ
ル
デ
ジ
タ
ル
放
送
局
や
携
帯
電
話
中
継
局
な

ど
が
設
置
さ
れ
た
。
都
市
部
に
は
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
置
か
れ
、
マ
ム
ズ

ー
市
郊
外
に
は
仏
本
国
と
変
わ
ら
な
い
品
揃
え
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
流
通
網
が
進
展
し
た
。
島
内
交

通
に
も
Ｅ
Ｕ
基
金
が
高
い
比
率
で
充
て
ら
れ
、
グ
ラ
ン
ド
テ
ー
ル
島

と
プ
チ
ッ
ト
テ
ー
ル
島
を
連
絡
し
て
い
た
軍
運
営
に
よ
る
軍
民
共
用

航
路
が
、
完
全
民
間
の
バ

ー
ジ
船
に
よ
る
二
四
時
間

運
航
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

乗
船
料
金
の
低
廉
化
の
た

め
Ｅ
Ｕ
基
金
や
マ
ヨ
ッ
ト

県
の
予
算
が
投
入
さ
れ
て

い
る
。
プ
チ
ッ
ト
テ
ー
ル

島
に
は
海
軍
基
地
や
サ
ウ

ジ
（
マ
ヨ
ッ
ト
）
空
港
が

あ
り
、
そ
の
対
岸
の
グ
ラ

ン
ド
テ
ー
ル
島
・
マ
ム
ズ

ー
市
に
は
県
庁
、
県
議
会
、

行
政
・
商
業
・
医
療
・
教

育
施
設
が
揃
っ
て
い
る
た

め
、
両
島
を
行
き
来
す
る

住
民
も
多
い
。
近
年
は
観

光
客
の
利
用
も
急
増
し
て

グランドテール島とプチットテール島を15分で連絡するバージ船。
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い
る
。
こ
れ
は
、
マ
ヨ
ッ
ト
域
内
で
の
「
国
土
連
続
制
」
措
置
と
も

換
言
で
き
る
。

　

マ
ヨ
ッ
ト
に
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
レ
ユ
ニ
オ
ン
と
同
様
の
内
容

で
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
独
自
の
事
業
と

し
て
は
、
イ
ラ
ン
イ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ

ラ
ン
イ
ラ
ン
は
香
水
の
一
原
料
で
、
花
か
ら
オ
イ
ル
を
蒸
留
抽
出
す

る
工
程
に
よ
り
得
ら
れ
る
。
マ
ヨ
ッ
ト
を
含
む
コ
モ
ロ
諸
島
と
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
が
原
産
地
で
、
香
料
生
産
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
近
年

は
安
価
な
他
国
産
香
料
に
圧
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
一
定
量
の
生
産

に
対
し
品
質
ご
と
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
助
成
金
が
得
ら
れ
る
ほ
か
、
蒸
留
施

設
の
拡
充
改
修
、
労
働
者
の
賃
金
・
福
利
厚
生
・
職
場
環
境
改
善
、

イ
ラ
ン
イ
ラ
ン
パ
ー
ク
（
研
究
お
よ
び
展
示
施
設
）
の
開
設
、
仏
国
を

は
じ
め
世
界
的
香
水
メ
ー
カ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
広
告
・
販
路

拡
大
事
業
な
ど
に
Ｅ
Ｕ
基
金
を
充
て
（
註
17
）、「
イ
ラ
ン
イ
ラ
ン
の

島
・
マ
ヨ
ッ
ト
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
求
め
ら
れ
る
Ｅ
Ｕ
や
国
の
関
与

　

上
述
の
よ
う
な
近
代
化
推
進
は
、
マ
ヨ
ッ
ト
が
県
に
昇
格
し
、
Ｅ

Ｕ
が
同
地
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
基
金
を
投
じ
た
結
果
に
他
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
残
さ
れ
お
り
、
マ
ヨ
ッ
ト
県
単
独

で
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
一
例
が
、
コ
モ
ロ
か
ら
の
不
法

移
民
の
増
加
で
あ
る
。
も
と
も
と
マ
ヨ
ッ
ト
は
コ
モ
ロ
諸
島
の
一
つ

で
あ
り
、
似
た
よ
う
な
民
族
文
化
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回

の
現
地
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
マ
ヨ
ッ
ト
人
は
あ
ま
り
コ
モ
ロ

諸
島
の
住
民
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
世

界
最
貧
国
の
一
つ
と
さ
れ
る
コ
モ
ロ
か
ら
、
経
済
難
民
が
不
法
に
や

っ
て
く
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
マ
ヨ
ッ
ト
は
同
胞
で
あ
り
、
か
つ

自
分
た
ち
よ
り
経
済
的
に
豊
か
で
、
発
展
著
し
い
魅
力
あ
る
土
地
と

捉
え
る
コ
モ
ロ
諸
島
側
と
マ
ヨ
ッ
ト
の
間
に
は
隔
た
り
が
あ
り
、
マ

ヨ
ッ
ト
住
民
は
彼
ら
を
歓
迎
し
て
い
な
い
。
マ
ヨ
ッ
ト
の
人
口
の
急

増
は
不
法
コ
モ
ロ
移
民
に
よ
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
、

二
〇
一
〇
年
代
半
ば
以
降
の
マ
ヨ
ッ
ト
社
会
の
混
乱
と
不
安
の
要
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
は
長
期
に

お
よ
ぶ
ゼ
ネ
ス
ト
が
勃
発
、
物
流
が
滞
り
、
学
校
や
医
療
福
祉
施
設
、

商
店
が
長
期
間
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
不
法
移
民
に
対
し
て
有

効
な
策
を
打
て
な
い
県
や
仏
政
府
に
対
す
る
マ
ヨ
ッ
ト
住
民
の
不
満

が
背
景
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

一
方
、
レ
ユ
ニ
オ
ン
に
お
い
て
も
、
失
業
や
住
宅
不
足
に
加
え
、

ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
高
に
対
す
る
住
民
の
不
満
が
噴
出

し
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
黄
ベ
ス
ト
運

動
」
に
よ
る
長
期
間
の
道
路
・
港
湾
封
鎖
デ
モ
が
起
こ
り
、
物
流
の

麻
痺
に
よ
る
物
資
不
足
が
生
じ
、
住
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

こ
う
し
た
海
外
県
の
不
満
は
、
仏
海
外
大
臣
の
訪
問
や
対
話
な
ど

に
よ
り
幾
分
か
「
ガ
ス
抜
き
」
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
根
本
的
解
決

に
は
い
た
っ
て
お
ら
ず
、
再
発
の
可
能
性
も
高
い
。
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
仏

政
府
に
は
、
今
後
も
海
外
県
特
有
の
貧
困
状
況
の
改
善
に
向
け
て
直

接
コ
ミ
ッ
ト
す
る
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

■
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論 考

註1 同条約付属の「共同体における超周辺地域に
関する宣言」には、「超周辺地域は複数の現象（極
遠隔性、島嶼性、狭小性、困難な地形および気候、
幾つかの産品に対する経済的依存）により悪化し
ている重大な構造的遅滞を被り、またかかる現象
が持続、重複することから当地の経済社会的発展
に極めて深刻な足枷となっていることを認める。
ローマ条約ならびにそれから派生する共同体法
の諸条項が超周辺地域にも全権的に適用される
ならば、当該地域の経済社会的発展の観点から、
当該地域に有利となる特別措置の採択を可能と
するべきである。かかる措置は当該地域の域内
市場への完全統合と、当該地域が欧州共同体の平
均的な経済社会水準に達しうるための地域的実
状の承認という二目標を目指すものとなるべき」
とある。

註2  2007-13年次方針では、ERDFとESFの場合、
欧州大陸低開発地域（住民一人当たりGDPがEU
平均の75%未満の地域）が上限最大75%であった。
これに対しRUP地域はGDP値に関わらず85%で
ある（ERDF、EFSおよび結束基金の全般的条項
に関する2006年7月11日の規定〈EC〉No.1083/2006 
付表3〈EU官報2017年7月31日、L210/25〉）。この
比率は現行の2014-20年次にも維持されている。

註3  EU自体に徴税権はなく、その財源は主に各国
からの拠出金と各国VATの一部税収が自動的に
移行される形となっている。また、加盟国間の
税率の差異による物価の格差を極力低減する目
的から、税制調和がとられているが、これを規定
している「付加価値税共通体系に関する2006年
11月18日の指令（Council Directive 2006/112/
EC）第6条1項（欧州関税同盟に属すが本指令の
適用外となる地域）」に仏海外県などが明記され
ている（EU官報2006年12月11日 L347/1）。

註4  VATについては、レユニオン県はコルシカ島
と同じ特別低減税率となっている。また、仏本国
で課される石油燃料消費税（TICPE）も海外県で
は課されていない。なお、マヨット県は完全非課
税となっている。

註5  仏海外県の幾つかの農産品に特別措置を導入
する2001年6月28日の規定（EC）No.1452/2001, 
第12条（EU官報2001年7月21日 L198）。

註6  原産地呼称統制（AOC）に次ぐレベルの高い
原産地呼称規定。

註7  申請件数は2005年約1,900件、2006年約2,400
件（数値は現地紙「Témoignages」2006年5月27
日付記事による）。

註8  現金還付窓口である仏海外省機関LADOMレ
ユニオン支局の資料によると、2010年以降、年間
申請者数は3万人を超えている。2017年の予算総
額は約3,800万ユーロ（約56億円）。

註9  標高3,069mの楯状休火山。海外フランスの最
高地点であり、インド洋島嶼における最高峰。山
名は「雪が峰」という意味だが、降雪は年に数回
程度で、積雪や万年雪、氷河などは見られない。

註10  2014～20年の補助金交付総額は、3.86億ユー
ロで、前期間（2007～13年）よりも12%増額とな
っている（仏農業省レユニオン農業農村局）。

註11  「マヨット島」という単独島嶼は存在しない
が、便宜上、グランドテール島を「マヨット島」と
呼称する場合がある。現地語（コモロ系マオレ語）
では「マオレ（Mahore）島」で、このマオレがマ
ヨットの語源である。プチットテール島の現地
語表記は「パマンジ（Pamandzi）島」。

註12  数値はいずれも2016年。Chantal Chaussy, 
Sébastien Merceron et Julien Balicchi（2018）, 

《Surmortalité des enfants et des femmes de 60 
ans ou plus : Les décès à Mayotte en 2016》, 
INSEE Flash Mayotte, No.68, pp.1-2.

註13  数値はいずれも2016年。Ourida Cherchem 
et Michel Dublin（2018）, 《Le PIB augmente de 
7.2% en valeur, Produit intérieur brut en 2016》, 
INSEE Flash Mayotte, No.75, pp.1-2.

註14  ただし、通貨ユーロについては、2002年の導
入時からマヨットで使用されている。マヨット
は1976年までは旧仏領アフリカ諸国と同じCFA
フランが使用されていたが、その後、仏フランに
切り替えられ、さらに仏フラン使用領域がユーロ
圏となった。同様に北大西洋のカナダ沖にあるサ
ンピエール・ミクロンも海外県ではなかったが、
ユーロが導入されている。

註15  95.24%の賛成（ただし、住民投票権行使のた
めに選挙人名簿に登録したマヨット住民は6割程
度に留まる）。

註16  マヨットでの非宗教義務教育制度は1981年
までなかった。それまでコーラン学校に男児・女
児ともに通っていたが、伝統的な「シオニ」と、
比較的近年にシオニに代わって広がった「マドラ
サ」の2形態があった。シオニは「フンディ」と
呼ばれる教育者が自宅に児童を集め、無報酬で行
う教育。マドラサは団体が教育者（教員資格保有
者やイスラム神学修学者を含む）を雇い、有償で
児童を登録させて集合施設にて行う教育形態（県
立マヨット博物館での説明資料参照）。

註17  DAAF Mayotte, Agreste analyse: Ylang-
ylang : état des lieux de la filière, septembre 
2016.
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